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「賢く 優しく 逞しく」 

  自分で考え 

    行動できる子ども 

 

 

 「ありがとう」 １年間の感謝を込めて  

 

 

 

 ３月は感謝の月です。令和５年度の締めくくりとして様々な場面で「ありがとう～感謝～」の声が聞か
れます。 
 ６年生は、千代田中部小学校の最上級生として、１年間いろいろな場面で活躍してくれました。登校班、
縦割り班、入学式の準備から歓迎遠足、そして学校の一大行事の体育大会。挙げればきりがないですが、
しっかりとその役を果たしてくれたと思います。 
在校生から６年生へ感謝の気持ちを伝えるべく、３月２日の土曜開校では、「６年生を送る会」を開催し

ました。毎年の恒例行事の一つではありますが、主役が変わるとまた気持ちも違います。在校生から精一
杯の感謝の気持ちを込めた出し物などのプレゼントがありました。また６年生からも、お礼の出し物が披
露され、楽しい集会となりました。私（校長）は、６年生の出し物を披露する姿を見て、最上級生にふさ
わしい『態度・姿勢』のプレゼントをもらった。そう思いました。 
学校ホームページに、集会の様子の写真を掲載しておりますので、そちらもご覧いただければ幸いです。 

廣瀬京子先生 
長きにわたりありがとうございました 

２月 26 日、今年度のクラブ
活動最終日。十数年の長きにわ
たり伝統文化クラブにて、和太
鼓・銭太鼓の指導に携わってい
ただいた廣瀬京子さんの最後
のクラブでもありました。これ
までたくさんの子ども達が指
導を受けてきました。本当に長
い間ありがとうございました。 

ゆめどんさんありがとう  
そして またよろしくお願いします 

「ゆめどん」さん今年度の最終日。読み語りを終え
られたあと、各学級で感謝のメッセージをお送りしま
した。メッセージは「あの本が心に残った」など子ど
も達の感想がしたためられていました。子ども達に人
気だったのは、ちょっと怖いお化けのお話だったと
か。反対に「怖いのはイヤだ」という感想を書いた子
もいたそうです。一人一人のメッセージを、目を細め
て読まれていました。 
来年度もよろしくお願いします！ 

「６年間 見守りありがとうございました」 
 姉地区で見守り活動をしてくだ
さっている樋口さんです。２月 26
日、ふいに校長室に来られました。
聞けば姉地区の宮地らなさんら６
年生数名が保護者引率のもと、樋 
口さん宅に来て、「６年間お世話になりました。あり
がとうございました。」とお礼を言いに来てくれた
とのこと。あんまりうれしかったので、そのことを
直接校長に伝えたく来校したということでした。樋
口さん「まだまだがんばろうという気持ちになっ
た」と力強く語られました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

入賞おめでとう 

学童美術展（立体部門）県審査 

 県特選 

 ２年 杉山さくたろう さん「火のじごくの  

あばれるきょうだいへび 

県準特選 

 ３年 篠原さら さん   「ふしぎなパーティー」 

 ４年 島みらい さん   「緑かめ」 

 ５年 平松りょう さん  「パティシエ」 

 ６年 古川さつき さん  「鳥獣戯画と花」 

 入選 

 １年 日野いっしん さん 「いっさんの じゅう おに」 

 ４年 仁井ゆうま さん  「じゃが犬」 

 ５年 吉田はるき さん  「ワニを手なずける人」 

 ６年 福田かがり さん  「卒業式」 

冬休み自由学習「チャレンジ！！３days」（佐賀新聞社主催） 食育標語コンクール 

 販売店賞                         佳作 

 ６年 槙ちひろ さん                   ３年 園田ひいろ さん 

 

学童美術展入賞作品は、学校の玄関前に７日
まで展示していました。 

「式」を通して成長を 

 卒業式の練習が始まっています。６年生は、仲村教務か
ら、椅子の座り方から立ち方まで、細かな指導を受けてい
ます。「立つ」「座る」「歩く」「礼」など、日常生活で当た
り前のようにやっていることですが、こういった改まった
場でのこととなると、簡単なようで「美しく振る舞う」の
は、難しいことなのだと気付かされます。 

 今年１月、神埼市教育委員会により『礼儀・作法 ハンド
ブック（B５版 全５０P）』が作成され、すべての学校に配
布されました。本校でも教職員すべてと４年生以上の学年
に学級設置用として置いています。 

「多様性」や「自由」などが取り沙汰される昨今ですが、
誤った認識や多様性と自由の混同も見られます。多様性を
認めるとは、性自認など自分の力だけではどうしようもな
いことを社会で受け止めていこうとすること。自由とは、
他者の権利を侵すことなく、且つ、その自由に自身が責任
をもつことです。なので、社会のルールやマナーから外れ
ても、それは自由だということにはなりませんし、そうい
う人に対して、「ルールを守らない人」と他者が思うこと、
これも自由です。子ども達は、徐々に自分で責任を負いな
がら自由を楽しむ世界へと向かっていきます。６年生に限
らず、礼儀や作法など身に付けさせるべきは身に付けさせ
て、自由の世界へと向かわせたいと思います。 

最後の学級懇談会 ぜひお越しください 

 

６年生の卒業に向けて、学校もどこかさみし
さが漂っています。 
昼休み、私が体育館から校舎への渡り廊下を

歩いていると運動場でサッカーをしていた１年
生が、 
「こうちょうせんせい！ボールがおちた！」 
と駆け寄ってきました。 
見れば、体育館と運動場の間にある川にかかる
２本の配管パイプの上にボールが乗っかってい
ました。 
さて、どうやって取ってあげようかと思って

いたところに、同じく運動場でサッカーをして
いた６年生の一人がやってきて、何も言わずに
ひょいと配管パイプに乗って、ひょいとボール
をとって、ひょいと１年生に渡して、さっさと去
って行きました。 
「おおっ、ありがとう！」 
と１年生と私も声をあげました。 
普段からそっけない風をよそおっているあな

ただったから、余計にかっこよく見えましたよ。 
「ありがとう。」 

 ３月１９日（火）１４時から、１～５年生は今
年度最後の学級懇談会を行います。今年度の振り
返りはもちろんですが、次の学年に向けて、忌憚
のないお話ができたらと思います。座談会のよう
な懇談会になればと思っておりますので、ぜひお
いでくださいますようお願いいたします。 
先日の「６年生を送る会」の学年の出し物の動

画もご覧いただけるようにしておきます。 
よろしくお願いいたします。 

  


